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3
 

E
m
p
i
r
e
"
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Journal 21，
 1977，

 pp
.
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-
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.
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b
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.
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略
続
表

序

論

第
一
章

第
二
一
章

第
三
章

第
四
一
章一

第
五
一一章

第
六
章

結

論

附
録
AB

 
C
 

吐
蕃
王
園
以
前
の
テ
ィ
ベ
ッ
ト
と
中
央
ア
ジ
ア

中
央
ア
ジ
ア
進
出

吐
蕃
王
園
の
西
部
領
域

ア
ラ
ブ
と
西
突
欧

突
酷
刷
施
と
の
同
盟

唐
と
ア
ラ
ブ

末
期
の
吐
蕃
王
園

テ
ィ
ベ
ッ
ト
と
賞
時
の
中
世
一
初
期
ユ
ー
ラ
シ
ア

テ
ィ
ベ
ッ
ト
の
中
央
ア
ジ
ア
支
配
度
に
つ
い
て

テ
ィ
ベ
ッ
ト
古
史
料
中
の
西
部
領
域
に
つ
い
て

テ
ュ
ル
ク
の
支
配
氏
族
に
つ
い
て

オ
ン
日
オ
タ
(
十
箭
)
に
つ
い
て

E

フ
ェ
ル
ガ
ナ
の
〉
-
三
身
王
に
つ
い
て

支
配
者
一
覧
表

用
語
集

書
誌
製
的
小
論

文
献
目
録

索
引

D 

以
上
の
よ
う
に
本
書
は
、
整
然
と
し
た
全
般
構
成
の
も
と
、
吐
蕃
王
園
の
興

亡
を
中
心
に
、
そ
れ
と
中
央
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
諸
勢
力
と
の
闘
係
を
、
有
機
的

に
説
明
し
よ
う
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
著
者
の
一
意
気
込
み
は
序
文
冒
頭

に
明
記
さ
れ
た
。

-a吋
y
z
v
o
o
r
a
-
5
5
u、
rロ
ロ
主
邑
m
p
岳町

b
g円

ι中

g
ロ
邑
ロ
伊
H
E
E〈
叩

r
E
o
q
o同
門

7
0

づ
Z
Sロ
肘
5
1同O
F
ロ

(ugRPH
〉
印
広

者同一

2
2
z
g
uニ
自
問

E凹
0
・w

か
ら
も
充
分
に
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
加
え
て
思

う
に
本
書
は
、
確
か
に
専
家
の
手
に
な
る
研
究
書
で
あ
る
が
、
首
一
該
分
野
の
研

究
者
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
前
倒
く
歴
史
皐
関
係
者
全
般
を
一
意
識
し
て
書
か
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

次
に
構
成
に
従
っ
て
気
づ
い
た
黙
を
述
べ
た
い
が
、
序
論
か
ら
結
論
に
至
る

本
論
に
関
し
て
は
、
後
に
改
め
て
問
題
貼
を
考
察
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
と
り

あ
え
ず
本
論
に
あ
た
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
内
容
概
設
に
留
め
る
。

「
東
洋
諸
語
の
鴎
潟
お
よ
び
翻
諜
に
関
す
る
ノ

l
ト
」
は
、
本
書
に
お
い
て
テ

ィ
ベ
ッ
ト
語
や
ア
ラ
ビ
ア
語
の
史
料
が
、
原
典
に
基
づ
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
本
書
で
扱
わ
れ
て
い
る
文
献
史
料
に
つ
い

て
言
え
ば
、
既
に
欧
米
に
お
け
る
原
典
研
究
も
進
ん
で
お
り
、
と
り
わ
け
吐
蕃

王
図
に
閲
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
日
本
に
お
い
て
も
、
そ
の

成
果
に
負
い
そ
れ
を
凌
ぐ
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
本
論
中
で
の
史
料

ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
類
の
割
愛
も
、
先
人
の
業
績
を
消
化
吸
牧
し
た
上
に
立
た
れ
た

著
者
が
、
紙
数
の
制
限
や
讃
み
日
却
さ
を
考
慮
さ
れ
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、

テ
ィ
ベ
ッ
ト
語
の
鶴
潟
に

つ
い
て
言
え
ば
、
文
字
の
機
械
的
な
ロ
|
マ
ナ
イ
ズ

だ
け
で
は
、
少
し
不
親
切
な
感
も
す
る
。
著
者
が
本
書
を
、
テ
ィ
ヘ
ッ
ト
史
の

研
究
者
以
外
に
も
廉
く
提
供
し
よ
う
と
さ
れ
る
か
ら
に
は
、
表
記
と
夜
一
音
の
差

異
な
ど
を
考
慮
し
て
、
固
有
名
詞
で
一
般
的
な
呼
稀
が
定
ま
っ
て
い
る
も
の
な

ど
に
つ
い
て
は
、
設
豆
日
記
放
を
附
す
な
ど
し
て
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
年
代
記
に
閥
す
る
ノ
l
ト
」
で
は
、
年
代
の
換
算
と
関
連
し
て
、
諸
事
件

愛
生
の
正
確
な
時
期
を
把
握
す
る
こ
と
の
重
要
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
書

で
は
第
一
一
章
の
一
人
頁
で
、
某
年
七
月
に
注
記
し
て
六

O
八
年
八
月
一
七
日
か

ら
九
月

一
四
日
ま
で
と
し
た
も
の
以
下
、
随
所
に
西
洋
暦
の
日
附
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
は
著
者
が
『
資
治
通
鐙
』
中
の
干
支
を
換
算
さ
れ
た
も
の
で

-132ー
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あ
っ
て
、
日
附
は
中
園
科
皐
最
新
の
成
果
で
あ
る
『
中
園
史
麿
日
和
中
西
暦
日

封
照
表
』
(
一
九
八
七
年
、
上
海
僻
書
出
版
社
)
と
も
見
事
に
一
致
し
て
い
る
。

た
だ
し
『
中
園
史
暦
日
和
中
西
暦
日
針
照
表
』
の
換
算
は
、
六
三
四
頁
の
、
明
紳

宗
寓
暦
一

O
年
に
も
注
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ユ
リ
ウ
ス
暦
で
あ
る
。
一
五

八
二
年
以
前
の
西
洋
暦
は
ユ
リ
ウ
ス
暦
を
使
用
し
て
い
る
か
ら
、
唐
代
に
そ
れ

を
適
用
し
て
も
別
に
悪
く
は
な
い
が
、
そ
の
旨
の
注
記
が
欲
し
い
所
で
あ
る
。

つ
い
で
に
唐
暦
に
関
し
て
言
う
と
、
次
の
よ
う
な
不
注
意
或
い
は
認
識
不
足

が
見
う
け
ら
れ
る
。
著
者
は
三

O
頁
で
、
頴
慶
年
聞
の
読
明
を
、
公
司
巾
σ
g
R
u、

y
品
目
白

5
3
V円
E
q

品・

gH3
と
し
て
お
り
、
確
か
に
額
慶
元
年
正
月
の

始
め
は
、
ユ
リ
ウ
ス
暦
六
五
六
年
二
月
一
日
で
る
り
、
顛
慶
五
年
は
、
六
六
一

年
二
月
四
日
で
移
っ
て
い
る
。
し
か
し
顛
慶
元
年
に
つ
い
て
言
え
ば
、
同
年
正

月
の
壬
申
に
改
元
さ
れ
る
ま
で
は
永
徽
で
あ
り
、
ま
た
穎
慶
年
開
の
終
了
は
、

願
慶
六
年
二
月
乙
未
に
龍
朔
と
改
元
さ
れ
る
時
黙
に
置
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ユ

リ
ウ
ス
暦
に
よ
れ
ば
、
六
五
六
年
二
月
七
日
か
ら
六
六
一
年
四
月
三
日
ま
で
、

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
暦
で
換
算
す
る
と
、
六
五
六
年
二
月
一

O
日
か
ら
六
六
一
年
四

月
六
日
ま
で
が
、
額
慶
年
聞
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

「
略
続
表
」
に
よ
る
と
、
著
者
は
中
園
史
料
と
し
て
、
近
年
の
刊
行
物
を
使

用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
「
文
献
目
録
」
の

Q
m
a
-
g
r
E

室内品目。
s
-
ω
2
2
2
に
、
同
一
の
書
名
が
列
翠
さ
れ
て
い
る
熱
か
ら
も
確
認

さ
れ
る
。
因
み
に
略
放
表
の
初
め
よ
り
い
く
つ
か
の
中
園
史
料
を
、
原
本
と
思

わ
れ
る
も
の
を
附
記
し
な
が
ら
場
げ
て
み
る
。

のの、
H
，の亡

、
『
帥
匡
口
問
・
ペ
ロ
ロ
問
。

ι・
。
F
・H
S
D
F民
R
H
h
。円
F
N
h
Q
s
n
~
r
s
n
p
N
h
n
F
H
.司

札
・

ω
4
0
Z
-
吋
巳
旬
。
r

H
由己

李
宗
伺
『
春
秋
左
停
今
注
今
-
諜
』

。ω
戸
山
口
問
ゲ
ロ
吋
止
め
ロ
"
の
F
。
R
h
M
H
R
・

ω
〈

O
F

同

M刊日巳口問・]戸由、吋]戸一見聞肖・

、吋色目

ua・
5
芯

令
狐
徳
薬
撲
『
周
書
』

。、『

ω円
、
百
回
目

P

。pthh
吋
dhH司
h
h
F
H
F
]戸
町
〈

o
r
・日
ν
o
r
z
m
-

巴斗印

劉
向
撰
『
沓
唐
書
』

。、
H

，巧(
リ

F
・3
H
宮
崎
町
、
H・tnH
詰
サ
s
h
a
g
s
-
M
H
g
z
・
同
百
円
0
・
巴
芯

『
欽
定
金
唐
文
』
中
文
出
版
社

国
国
ω出

ロ
J
P
Y
K
G
R

見
g
h
F
R
n
E
W
m
d
w
o
r・
】

U
O
E
ロm
-
5
8・

5
冒
・
吋
巳
H
u
m
-
-
H申

Ja

『
後
漢
書
注
』

こ
の
内
の
吋
巧
以
外
は
「
文
献
目
録
」
中
に
前
述
の
分
類
の
も
と
に
列
奉

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
『
春
秋
左
傍
今
注
今
謬
』
は
『
春
秋
左
氏
傍
』
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
正
史
類
は
中
華
書
局
版
か
そ
の
一
舟
版
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ
で
略
続
出
国
ω
は
『
後
漢
書
注
』
と
な
っ
て
く
る
わ

け
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
な
ら
ば
李
賢
な
り
劉
昭
な
り
へ
の
言
及
が
望
ま
し
い
。

通
常
、
中
園
史
料
を
扱
う
に
際
し
て
は
、
そ
の
接
っ
て
立
つ
原
本
や
版
本
を
ま

ず
考
慮
す
る
我
々
に
は
、
若
干
粗
雑
に
思
わ
れ
る
史
料
選
揮
で
あ
り
、
全
篇
を

通
じ
て
逐
一
、
参
考
文
献
の
一
読
嘗
箇
所
を
明
記
さ
れ
る
著
者
の
配
慮
も
生
き
て

こ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

序
論
以
下
の
本
論
に
あ
っ
て
は
、
第
一
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
各
牽
は
概
ね

歴
史
の
流
れ
を
、
追
っ
て
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
歴
史
の
展
開
を

-133ー
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牽
引
し
た
主
要
な
勢
力
の
交
代
を
目
安
と
し
た
章
立
て
は
、
各
-
軍
の
タ
イ
ト
ル

か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

序
論
は
、
吐
蕃
王
園
成
立
前
史
の
概
況
で
あ
り
、
テ
ィ
ベ

ッ
ト
と
い
う
地
域

の
特
殊
性
と
、
そ
れ
が
本
書
で
扱
わ
れ
る
時
期
の
園
際
関
係
が
端
的
に
描
か
れ

て
い
る
。

第
一
章
は
、
テ
ィ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
ヤ
ル
ル
ン
家
の
支
配
即
ち
吐
蕃
王
閣
の

成
立
か
ら
、
七
世
紀
後
期
に
賀
現
し
た
、
吐
蕃
の
タ
リ
ム
盆
地
一
時
制
覇
ま
で

で
あ
り
、
第
二
一
軍
で
は
、
タ
リ
ム
盆
地
を
め
ぐ
る
吐
蕃
と
西
突
欧
系
勢
力
と
の

抗
争
を
中
心
に
、
そ
れ
が
結
果
と
し
て
も
た
ら
し
た
、
吐
蕃
と
唐
と
の
関
係
が

考
察
さ
れ
て
い
る
。
第
三
-
章
は
、
西
突
阪
勢
力
が
唐
に
征
服
さ
れ
る
過
程
と
、

こ
れ
に
代
わ
る
ア
ラ
ブ
勢
力
の
登
場
で
あ
る
。
第
四
章
で
は
、
ま
ず
西
突
欧
系

の
遊
牧
勢
力
突
騎
施
が
、
支
配
者
蘇
蔽
を
得
て
、
ア
ラ
ブ
勢
力
を
後
退
さ
せ
た

事
情
を
述
べ
、
後
牛
で
は
そ
の
突
騎
施
勢
力
の
存
在
の
下
に
展
開
さ
れ
た
、
吐

蕃
の
封
唐
攻
勢
が
論
じ
ら
れ
る
。
第
五
一
章
で
は
、
突
騎
施
勢
力
の
崩
壊
と
、
そ

れ
に
伴
う
勢
力
版
闘
の
塗
り
替
え
、
即
ち
東
西
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
の
唐
と
ア
ラ
ブ

の
中
央
ア
ジ
ア
進
出
と
、
そ
の
一
蹄
結
で
あ
る
タ
ラ
ス
河
畔
の
戦
い
前
後
の
様

相
が
、
吐
蕃
の
動
向
を
か
ら
め
て
説
明
さ
れ
る
。
そ
し
て
第
六
葦
に
あ
っ
て

は
、
人
世
紀
中
期
か
ら
、
ラ
ン
H

ダ
ル
マ
の
死
を
機
に
吐
警
か
衰
杢
9
る
九
世

紀
中
期
ま
で
が
論
じ
ら
れ
る
が
、
ウ
イ
グ
ル
と
の
抗
争
や
カ
ル
ル
タ
と
の
関
係

な
ど
、
中
央
ア
ジ
ア
情
勢
と
の
関
連
も
、
巧
み
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
通
常
、
内
容
全
鐙
を
し
め
く
く
る
結
論
で
あ
る
が
、
著
者
は
そ

の
多
く
を
費
し
て
、
ま
た
別
な
問
題
提
起
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

「
附
録
」
は
、
著
者
が
知
見
と
し
て
特
に
強
調
を
撃
ま
れ
る
関
連
事
項
で
、

本
論
中
で
既
に
-
部
分
的
に
鰯
れ
ら
れ
た
テ
l
マ
を
含
め
、
新
た
に
各
タ
イ
ト
ル

の
も
と
に
ま
と
め
直
さ
れ
た
歎
篇
で
あ
る
。
著
者
は
本
論
中
で
も
、
特
に
比
較

言
語
準
的
研
究
に
関
連
し
て
、
い
く
つ
か
の
新
見
解
を
唱
え
ら
れ
て
い
る
が
、

後
で
改
め
て
考
察
す
る
よ
う
に
納
得
し
か
ね
る
も
の
が
少
な
く
な
く
、
蛍
附
録

中
の

C
-
E
な
ど
も
、
線
援
の
弱
い
思
い
つ
き
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。

「
支
配
者
一
覧
表
」
は
、
六
二

O
年
か
ら
八
四

0
年
代
に
至
る
、
ア
ラ
プ
・

テ
ィ
ベ
ッ
ト
・
東
部
テ
一
ナ
ル
ク
・
中
園
の
支
配
者
の
一
覧
表
で
あ
り
、
フ
ラ
ン

ク
王
園
・
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
一
帝
園
と
言
っ
た
、
同
時
代
の
西
洋
世
界
を
代
表
す
る

こ
園
の
支
配
者
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
欧
米
人
の
理
解
を
助
け
る
た
め

の
配
慮
で
あ
り
、
著
者
の
念
頭
に
康
範
な
讃
者
層
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
ぞ
れ
の
欄
が
依
接
し
た
専
門
研
究
等
は
脚
注
に
あ
り
、
テ
ィ
ベ
ッ
ト
は
敦
煙

史
料
に
基
づ
く
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
腕
し
て
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
日

本
の
す
ぐ
れ
た
業
績
も
あ
る
。
東
部
テ
ι

ル
タ
に
つ
い
て
は
、
劉
茂
才
と
国
同
i

s--Sロ
が
参
照
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
欄
に
突
欧
(
東
突
欧
〉
と
遊
牧
ウ
イ
グ
ル

園
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
良
い
と
し
て
も
、
突
阪
の
空
位
時
代
を
六
五

O
年
か
ら
六
七
九
年
と
す
る
記
述
は
、
突
阪
第
一
可
汗
闘
滅
亡
の
六
三

O
年
か

ら
、
六
人
二
年
に
突
阪
第
二
可
汗
園
が
建
て
ら
れ
る
前
ま
で
と
す
べ
き
で
あ

り
、
突
欧
前
牢
の
支
配
者
も
、
突
阪
第
一
可
汗
園
が
存
在
し
て
い
た
か
否
か
の

翻
貼
に
援
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
遊
牧
ウ
イ
グ
ル
園
の
支
配
者
も
、
山
田

信
夫
氏
の
「
九
姓
回
鶴
可
汗
の
系
譜
」
(
『
東
洋
摩
報
』
一
一
一
一
一
一
l
l
三
・
四
、
一
九

五
一
年
。
『
北
ア
ジ
ア
遊
牧
民
族
史
研
究
』
東
京
大
皐
出
版
舎
、
一
九
八
九
年
、

所
牧
〉
以
来
、
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
は
、
か
な
り
遣
っ
て
い
る
。

「
用
語
集
」
は
、
本
文
中
で
一
音
寓
さ
れ
て
い
る
漢
語
を
疎
漏
な
く
、
そ
れ
も

極
め
て
讃
み
易
い
字
盤
の
漢
字
を
使
用
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
本

書
の
見
栄
え
を
良
い
も
の
と
し
て
い
る
。

「
書
誌
翠
的
小
論
」
は
、
文
字
通
り
嘗
一
該
研
究
に
関
し
て
の
エ
ッ
セ
イ
で
あ

る
が
、
内
容
と
し
て
は
寧
ろ
結
論
に
置
く
べ
き
性
格
の
も
の
と
言
え
よ
う
。
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次
に
本
論
中
に
見
う
け
ら
れ
る
問
題
黙
で
あ
る
。
序
論
に
関
し
て
は
、
漢
代

北
ア
ジ
ア
や
宗
数
な
ど
に
射
す
る
著
者
の
認
識
、
第
一
一
章
一
以
下
に
つ
い
て
は
、

各
牽
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
、
著
者
の
中
園
史
料
取
り
級
い
や
、
比
較
言
語

皐
的
方
法
上
の
問
題
黙
を
第
一
一
章
を
中
心
に
検
討
し
、
そ
の
上
で
結
論
と
さ
れ

る
部
分
に
及
ぴ
た
い
。

序
論
冒
頭
で
ま
ず
著
者
は
、
テ
ィ
ベ
ッ
ト
語
に
関
す
る
氏
の
見
解
を
呈
示
さ

れ
る
。
先
に
燭
れ
た
、
一
九
八
九
年
の
成
田
で
の
テ
ィ
ベ
ッ
ト
皐
研
究
禽
で

も
、
図
。

nri円
四
戸
氏
は

2

〉

H
N
S
H同

B
5
2
-
oロ
O
同
仔
叩
ピ
ロ
m
E
E
W
H
U
8
5
3

0
町、
H
，
p
o
gロ
ョ
と
の
渡
表
を
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
問
題
は
一
家
言
を
持
た
れ
る

著
者
の
濁
撞
場
で
あ
っ
て
、
も
と
よ
り
私
自
身
も
論
-
許
で
き
る
立
場
で
は
な

い
。
た
だ
こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
「
特
に
後
漢
時
代
の
中
園
が
、
旬
奴
と
売

の
提
掃
の
可
能
性
に
絶
え
ず
削
阻
ま
さ
れ
た
」
と
あ
る
六
頁
の
記
述
で
あ
る
。
何

と
な
れ
ば
、
こ
れ
は
著
者
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
旬
奴
が
月
氏
を
騒
逐
し
て

タ
リ
ム
盆
地
を
そ
の
勢
力
下
に
牧
め
た
の
は
前
漢
時
代
で
あ
っ
て
、
『
史
記
』

大
宛
俸
が
記
す
、
旬
奴
の
使
節
が
烏
孫
・
安
息
聞
の
逼
行
で
優
遇
さ
れ
て
い
た

事
情
な
ど
も
、
旬
奴
と
莞
と
の
提
掃
を
、
中
園
に
と
っ
て
よ
り
切
貧
な
も
の
と

し
た
は
ず
で
あ
る
。
武
帝
一
の
河
西
四
郡
建
置
の
一
意
味
が
そ
の
黙
に
あ
っ
た
こ
と

は
、
『
史
記
』
旬
奴
俸
が
酒
泉
郡
設
置
の
目
的
を
、
何
奴
と
売
と
の
交
通
路
遮
断

と
明
記
し
て
い
る
の
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
九

0
年
代
に
イ
リ
地

方
に
擦
熱
を
移
し
た
北
旬
奴
が
、
そ
の
後
も
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
後
漢
と

タ
リ
ム
盆
地
の
支
配
を
争
っ
た
の
も
事
寅
で
あ
り
、
そ
れ
に
先
立
つ
班
超
の
活

躍
に
も
旬
奴
は
出
て
く
る
が
、
旬
奴
と
売
と
の
提
掃
を
考
え
た
場
合
、
そ
れ
は

後
漢
よ
り
も
前
漢
に
と
っ
て
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
と
言
わ
ね
ば
な
る

ま
い
。
ま
た
嘗
時
の
宗
教
に
関
す
る
著
者
の
認
識
で
あ
る
が
、
こ
の
序
論
九
頁

で
は
七
世
紀
初
期
と
し
て
「
中
央
ア
ジ
ア
の
経
済
的
な
中
心
地
で
あ
る
ソ
グ
デ

ィ
ア
ナ
で
は
、
多
く
の
併
教
的
要
素
を
含
ん
だ

-
o
s
-
n
B止
が
、
併
数
に
代

わ
っ
て
い
た
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
『
大
慈
恩
寺
三
減
法
師
侍
』
巻
二
に
残
る
、

六=一

O
年
頃
に
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
訪
れ
た
玄
突
の
記
録
な
ど
に
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
掛
田
時
そ
の
地
域
で
盛
行
し
て
い
た
の
は
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
言
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
宗
激
つ
い
で
に
言
う
と
、
著
者
は
第
一
章
の
二

O
頁
で
ボ

ン
教
に
注
し

J
Z
E
Bゆ
え

0
5
0同
任
。

z
o
q司
8

0同
吋
F
2
8

回
邑
昏
一
回
H

ロζ

と
さ
れ
る
。
今
日
の
所
謂
ボ
ン
教
が
、
ニ
ン
マ
涯
の
影
響
下
に

一
O
世
紀
頃
か
ら
形
が
整
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
信
仰
の
中
心
に
傍
教

が
あ
る
こ
と
は
、
現
在
テ
ィ
ベ
ッ
ト
各
地
に
見
ら
れ
る
と
い
う
ル
ン
タ
な
ど
か

ら
も
う
な
ず
か
れ
は
す
る
。
と
は
言
え
本
来
ボ
ン
数
自
鐙
は
、
併
数
と
は
異
質

な
信
仰
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
テ
ィ
ベ
ッ
ト
皐
者
の
著
者
に
は
、
そ
の

黙
に
言
及
し
た
説
明
を
期
待
し
た
か
っ
た
。

因
み
に
宗
教
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
第
四
章
の
九
八
頁
で
は
、
次
の
よ

う
な
解
稗
が
行
わ
れ
て
い
る
。
安
西
都
護
の
杜
濯
が
、
突
騎
施
蘇
様
の
公
主
で

あ
る
阿
史
那
懐
道
の
娘
が
遣
わ
し
た
使
者
の
、
「
使
者
宣
公
主
教
」
と
い
う
行

震
に
謝
し
て
怒
っ
た
と
い
う
事
件
で
あ
る
。
著
者
は
注
に
お
い
て
、
こ
の
「
数
」

を
併
教
と
推
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
字
句
を
宗
数
と
捉
え
る
べ
き
い
わ
れ
は
な

い
。
そ
れ
に
こ
の
事
件
の
愛
生
は
、
玄
宗
の
開
元
年
聞
の
七
二
六
年
で
あ
り
、

玄
宗
は
道
教
を
優
遇
し
は
し
た
も
の
の
、
別
に
併
教
を
弾
座
す
る
政
策
は
と
っ

て
お
ら
ず
、
杜
濯
が
個
人
的
に
傍
教
に
反
感
を
持
っ
て
い
た
と
も
思
え
な
い
。

前
後
事
情
か
ら
見
て
こ
の
「
敬
」
は
、
命
令
か
指
示
と
い
っ
た
=
意
味
で
あ
ろ
う
。

第
一
章
以
下
で
ま
ず
問
題
と
な
る
の
が
、
本
書
の
か
な
り
の
部
分
が
依
接
し

て
い
る
、
中
園
史
料
の
取
り
扱
い
に
見
ら
れ
る
不
注
意
で
あ
る
。
一
入
頁
に
は

六
O
九
年
七
月
五
日
即
ち
大
業
五
年
五
月
甲
午
に
、
中
園
が
吐
谷
涯
を
撃
破

し
、
言
。
。
同
号
2
n
E
g
を
奪
っ
た
と
あ
り
、
こ
の
二
銭
は
赤
水
域
と
憂
頭
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惜
酷
で
あ
る
と
の
注
が
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
二
城
が
字
文
越
の
率
い
る

隔
の
軍
門
に
降
っ
た
の
は
、
大
業
四
年
七
月
中
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
大
業
五
年

五
月
甲
午
は
、
吐
谷
海
の
仙
頭
王
が
簡
に
降
伏
し
た
時
期
で
あ
る
。
著
者
は
、

六
O
九
年
の
敗
戦
の
結
果
、
吐
谷
揮
の
支
配
者
が
の
月
三

ωロD
司
豆
2
2
2ロ

に
逃
れ
、
党
項
に
亡
命
し
た
と
さ
れ
る
が
、
吐
谷
濠
の
支
配
者
即
ち
伏
允
が
、

著
者
が
の
忠
良

ω
g
d
q
y
向。5
g
Z
と
さ
れ
る
、
萄
西
方
の
西
雲
山
に
逃
れ

た
の
は
六

O
八
年
で
あ
る
。
そ
の
後
六

O
九
年
の
隔
の
攻
撃
で
、
吐
谷
海
の
仙

頭
王
が
降
り
、
伏
允
も
園
都
で
あ
る
伏
侠
城
を
失
っ
た
結
果
党
項
を
頼
っ
た
の

で
あ
り
、
そ
の
経
緯
は
、
著
者
が
史
料
と
し
て
一
ホ
さ
れ
る
『
賢
治
通
鑑
』
を
諌

む
だ
け
で
も
、
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。

こ
れ
に
類
し
た
誤
り
と
し
て
は
、
第
一
章
で
は
特
に
二
人
頁
の
も
の
が
自
に

つ
く
。
著
者
は
こ
こ
で
、
六
六

O
年
秋
に
行
わ
れ
た
、
郷
仁
泰
に
よ
る
思
結
・

抜
也
国
・
僕
骨
・
同
緩
攻
撃
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
同
年
中
の
事
件
に
削
割
腹
し
て

起
こ
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
の
事
件
と
言
う
の
は
、
弓
月
が
南
の
吐
蕃
及

び
北
の
咽
麺
と
連
合
し
て
疏
勤
を
攻
め
て
降
伏
さ
せ
た
と
言
う
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
が
注
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
責
治
通
鑑
』
巻
二

O
コ
石
高
宗
成
亨
四

年
二
一
月
丙
午
に
あ
る
、
弓
月
・
疏
勤
の
来
降
に
関
連
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
は
著
者
の
識
見
、
部
ち
『
賢
治
通
鑑
』
が
し
ば
し
ば
或
る

出
来
事
の
説
明
を
過
去
に
遡
つ
て
の
記
述
か
ら
行
っ
て
い
る
こ
と
を
著
者
が
充

分
に
理
解
さ
れ
て
い
る
事
情
が
、
か
え
っ
て
誤
解
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
著
者
は
、
積
く
「
西
突
欧
興
土
日
亡
可
汗
之
世
、
諸
部
離
散
、
弓
月
及
阿
悉

士口皆
叛
。
蘇
定
方
西
討
也
、
檎
阿
悉
士
ロ
以
鋳
」
が
、
六
六

O
年
に
果
さ
れ
た
、

蘇
定
方
の
阿
悉
古
田
閥
侠
斤
都
墨
の
飢
卒
定
で
あ
る
こ
と
に
着
目
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
見
解
は
正
し
い
。
し
か
し
そ
の
後
文
の
、
弓
月
が
疏
勧
を
降
伏
さ
せ
た
と

い
う
記
録
ま
で
も
を
、
六
六

O
年
の
で
き
ご
と
と
し
て
い
る
の
は
問
題
で
あ

る
。
こ
の
弓
月
に
よ
る
疏
動
支
配
は
、
そ
の
結
果
愛
生
し
た
唐
に
よ
る
粛
嗣
業

振
遣
と
、
そ
れ
を
惚
れ
た
弓
月

・
疏
動
の
入
朝
と
い
う
、
一

連
の
事
件
の
展
開

の
中
で
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
は
成
亨
四
年
即
ち
六
七
三
年
の
事

件
と
解
さ
れ
る
。
も
し
、
弓
月
の
疏
助
征
服
が
六
七
三
年
に
先
立
つ
事
件
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
吐
蕃
の
大
攻
勢
を
う
け
て
安
西
四
銀
が
放
棄
さ
れ
た

時
期
か
、
或
い
は
疏
勧
と
弓
月
が
吐
蕃
を
導
入
し
て
子
闘
を
攻
撃
し
た
出
来
事

と
同
時
期
の
こ
と
と
、
考
え
た
方
が
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
前
者
は
六
七

O
(威
亨
一
元
)
年
の
、
後
者
は
『
資
治
通
鑑
』
に
よ
る
と
六
六
五
年
、
『
皿
別
府

元
亀
』
巻
九
九
五
外
臣
部
交
侵
に
よ
る
と
六
六
三
年
の
出
来
事
で
あ
る
。
な
お

著
者
は
、
都
憂
と
蘇
定
方
の
戦
い
に
登
場
す
る
「
業
葉
水
」
を
目
Z
H
O同

ω弘

と
し
て
任
問
ペ
由
阿
国
立
命
的
と
注
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
資
治
遜
鐙
』
に
胡

三
省
が
施
し
た
注
の

「
自
庭
州
輪
蓬
豚
西
行
三
百
許
里
、
至
業
業
水
」
を
見
る

ま
で
も
な
く
、
見
蛍
違
い
で
あ
る
。

ま
た
著
者
は
、
中
園
史
料
を
騒
使
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
相
互
に
関
連
す

る
内
容
を
看
過
し
て
の
立
論
も
見
う
け
ら
れ
る
。
一
七
貰
に
は
、
テ
ィ
ベ
ッ
ト

人
に
よ
る
外
部
世
界
に
射
す
る
最
初
の
接
続
は
、
六

O
八
年
と
六

O
九
年
に
行

わ
れ
た
中
園
へ
の
使
節
波
遣
と
あ
り
、
こ
れ
は
『
惰
書
』
巻
八
三
西
域
停
中
の

附
図
の
僚
に
あ
る
附
閣
の
惰
へ
の
遺
使
を
さ
し
て
い
る
。
こ
の
附
図
に
つ
い
て

同
俸
は
「
漆
皮
篤
牟
甲
」
と
記
録
す
る
が
、
こ
れ
と
著
者
が
一
一
一
一
一
員
で
述
べ
た

吐
蕃
の
軍
装
公
司
日
比

oa
司
O
B
Pロ
2
5
0間
宮
田

4
5ロ
各
国
一
ロ
ヨ
巴
=

と
の
関
係
は
ど
う
見
ら
れ
ょ
う
か
。
な
お
附
図
と
吐
蕃
に
閲
し
て
は
、
後
述
す

る
山
口
瑞
鳳
氏
の
研
究
室
田
中
に
、
従
う
べ
き
見
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

中
園
史
料
開
係
の
最
後
と
し
て
、
用
語
の
不
充
分
な
理
解
の
例
を
、
第
二
章

か
ら
一

-つ
加
え
よ
う
。
四
五
頁
で
「
大
泉
生
」
を
云
0
5
u
B己
ロ
岡
田

E
ι
0
2

同

H
O
B
号

O
H同
H
4
2
E
〉

g
含

gu--
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
具
鐙
的
に
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は
、
吐
蕃
針
策
の
奏
上
者
貌
元
忠
を
さ
し
て
お
り
、
彼
は
七
一

O
年
に
七

O
歳

で
浸
し
て
い
る
か
ら
、
奏
上
嘗
時
の
六
七
八
年
に
は
四

O
歳
近
く
、
若
い
と
は

言
い
か
ね
よ
う
。
「
大
皐
生
」
に
劃
す
る
誤
解
に
他
な
ら
な
い
。

次
に
比
較
言
語
率
的
方
法
上
の
問
題
を
考
え
た
い
。
主
に
劉
象
と
す
る
の

は
、
著
者
が
全
一篇
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
る
、
ト
ル
コ
語
系
の
固
有
名
詞
を
漢

字
表
記
か
ら
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
語
の
う
ち
、
著
者
が
濁
自

の
設
を
提
示
さ
れ
た
も
の
に
は
星
印
が
附
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中
か
ら
第

一
-
章
に
現
わ
れ
た
も
の
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。
中
園
史
料
中
の
漢
字
を
並
記

し
な
が
ら
列
事
す
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

〉
a
E
(阿
悉
吉
〉

聞
ハ
ロ
ロ
問
巳
ハ
弓
月
)

〉
弘
己
防
(
阿
史
那
)

、H
，
R
E酢
(

仙

川

陵

)

za邑
司
同
門
〈
湾
失
畢
)

阿
悉
吉
に
つ
い
て
は
、
同
】
ど
毛

E
2
h
(
リマ
g
a
E』
守
示
。
中
に
あ
る
、
東

ロ
l
マ
一
帝
園
に
濯
使
し
た
と
さ
れ
る
〉
件
。
-
に
比
定
す
る
有
力
設
を
、
忘
れ

て
は
な
る
ま
い
。
弓
月
は
、
松
田
蕎
男
氏
が
「
弓
月
に
つ
い
て
の
考
」
(
『
古
代

天
山
の
歴
史
地
理
問
学
的
研
究
』
早
稲
田
大
皐
出
版
部
、
増
補
版
一
九
七

O
年、

所
牧
〉
で
、
こ
れ
を
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
宮
口
mr
の
前
身
と
さ
れ
て
お
り
、
論
考

中
キ
ュ
ル
H

テ
ギ
ン
碑
文
東
面
三
九
行
の
冨
ロ
四
位
包
久
こ
れ
は
吋
y
o
自
国
内
ロ
氏

に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
以
下
の
突
版
文
字
に
つ

い
て
は
吋
停
5

氏
の
王
国
寓
に
よ
る
こ
と
に
し
た
い
)
や
『
唐
禽
要
』
巻
七
二
諸
蕃
馬
印
の
康
局

利
な
ど
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
原
一音
は
特
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
日
向
。
口
問
己

と
弓
月
に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
隔
り
を
感
じ
る
が
、
と
も
あ
れ
阿
悉
士
口
と
弓
月
に

関
す
る
著
者
の
復
元
は
、
積
極
的
に
は
支
持
出
来
な
い
も
の
の
、
強
い
て
否
定

す
る
こ
と
も
な
か
ろ
う
。

著
者
は
阿
史
那
を
〉
同
品
目
】
但
と
復
元
し
、
改
め
て
こ
れ
に
関
す
る
論
を
、
附

録
C
で
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
卸
ち
、
宮

o
Eロ弘同一
P
2
2
5江
田
町
包

m
g
g
s

中
の
〉
ロ
ロ
曲
目
に
着
目
さ
れ
、
そ
の
語
末
の
?
を
ギ
リ
シ
ア
語
の
語
尾
と
し
て

除
外
し
、
こ
の
語
を
導
き
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
際
著
者
は
、
〉
同
色
白

を
非
ト
ル
コ
語
起
源
の
個
人
名
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
一
方
、
。

zsロロ
巾
朗
氏

が
〉
吋
印
己
訟
を
、
ラ
イ
オ
ン
を
一
意
味
す
る
〉

a
vロ
に
あ
て
て
い
る
の
を
う

け
、
同
様
の
関
係
を
認
め
ら
れ
る
。
但
し
、
ラ
イ
オ
ン
の
生
息
地
を
考
慮
し

て
、
こ
の
〉
弘
己
曲
が
ラ
イ
オ
ン
を
一賛
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
後
年
の
こ
と

だ
と
す
る
の
が
著
者
の
見
解
で
あ
る
。
私
も
阿
史
那
が
、
非
ト
ル
コ
語
系
の
言

語
に
由
来
す
る
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
著
者
も
附
録
C
に
お
い

て
、
突
販
の
始
祖
設
話
の
一
つ
と
し
て
引
用
す
る
所
の
、
「
母
方
の
姓
を
名
乗

っ
た
」
と
い
う
記
録
中
の
姓
が
、
突
阪
族
と
通
婚
し
た
、
非
ト
ル
コ
系
民
族
の

姓
で
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
想
定
さ
れ
る
民
族
は
、
ソ
グ
ド
人

か
タ
リ
ム
盆
地
オ
ア
シ
ス
諸
園
の
住
民
と
い
っ
た
、
イ
ラ
ン
系
民
族
と
な
ろ

う
。
し
か
し
阿
史
那
の
語
源
と
し
て
は
、
す
で
に
∞

E-a
氏
が
そ
の
ホ

1
タ

ン
語
の
研
究
を
『過
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
削
包

.5
「
債
値
あ
る
」
な
り
、

バ
フ
レ
ヴ
ィ

l
語
で
「
高
貴
な
」
と
か
「
名
門
の
」
を
一
意
味
す
る
削
凹
ロ
邑
mm-

削凹巳
L
m
m
や
削

N
Z若
男
な
ど
の
近
縁
語
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
ら
に
推

定
さ
れ
る
共
通
母
語
と
い
っ
た
も
の
に
由
来
す
る
、
イ
ラ
ン
語
系
の
語
が
安
蛍

で
あ
る
と
考
え
る
。
因
み
に
削
胡回
J
g
に
関
連
し
て
る
円
。
目
的
0
5叩

F
E

門
虫
色

0
2
8日
開
斗
o
n
y
〉
削
包
日
削
胡
削
ロ
一
r
・
吋
o
n
r
回
目
胡
削
同
子
国
胡
回
目
一
r
o--
と

あ
る
の
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
言
う
ト
ハ
ラ
語
の
流
通
地
カ
ラ
シ

ャ
1
ル
や
ク
チ
ャ

は
、
タ
リ
ム
盆
地
に
あ
っ
て
も
と
り
わ
け
北
方
の
遊
牧
世
界

と
密
接
に
関
係
す
る
土
地
で
あ
る
。
因
み
に
ラ
イ
オ
ン
は
、
ホ
l
タ
ン
語
で
は
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g
g
E、
パ
フ
レ
ヴ

ィ
I
語
で
は
日
r
mMm円
で
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
に
ラ
イ
オ
ン

の
現
代
ベ
ル
シ
ア
語
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る

各
町

に
も
通
じ
る
語
が

イ
ラ

ン
諮
問
に
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
mw
m
g
=

は
そ
の
よ
う
な
語
が
ト
ル

コ
器
開
化
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
も
あ
れ
私
と
し
て
は
、
阿
史
那
を
〉
弘
己
防

と
す
る
著
者
の
設
に
は
従
え
な
い
。

次
の
附
陸
に
削
到
す
る

、H，
R
E
U
と
い
う
復
元
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
く
認
め

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
な
ぜ
な
ら
哨
陸
は
、
都
陵

・
馴
六
な
ど
と
も
書
か
れ

る
、
豆
町
(
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
以
下
突
廠
碑
文
に
関
連
す
る
一
耳
目
需
は
、
部

分
的
な
語
句
の
引
用
も
含
め
、
吋
兵
吉
氏
の

ε
〉

O
S
ヨヨ
2
0向
。
円
r
r
oロ

吋
5
En--
に
よ
っ
て
い
る
)
の
丘
日
篤
で
あ
る
こ
と
は
、
論
を
待
つ
ま
で
も
な
い

か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
キ
ュ
ル

1
ア
ギ
ン
碑
東
面
一

一一
一
行
や
ビ
ル
ゲ
"
カ
ガ

ン
碑
東
面

一
二
行
に
、
三
町
一目
的
広
三
口
開

Z
E
E「

g
z
EH弓
と
あ
る
よ

う
に
、
ら
官

と
併
稽
さ
れ
る
の
が

広
三
忌

(著
者
の
表
記
で
は

Z
L
g
)
で

あ
っ
て
、

5
Z
は
東
、
宮
正
ロ
仰

は
西
を
一意
味
し
て
お
り
、
後
者
の
漢
字
表
記

と
し
て
は
、
大
度

・
達
度

・
旦
度

・
達
頭
等
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、

ピ
ル
ゲ
日
カ
ガ
ン
碑
南
面
二
ニ
行
か
ら
一
四
行
に
か
け

て
の

d
a
s

門知
円ι口
抑
σω
回
一ω
円
rz-
mO叶
『
ω
加]mw
可
ロ
ロ
-mw可戸

仰釦
弘司同門

σ
帥町一
ω
♂
自
己
円
何
回
門
ロ
ピ
凹

冨
開
Z
H
mw
司削

Z
Z
白
[
ロ
]
『
州ww
g
u
『
ロ
己
目
〕
三

宮
内同{司円円

]
E
m
-
23
(西
に
は

富
岡
仏
ロ
仰
の
ま
岡

達
が

rzza
を
先
頭
に

U
在日
円
の

E
聞
達
を
従
え
、
東

に
は

E
Z
の

Z
m
達
が
名
匝
達
官
を
先
頭
に
加
国

εx
の

E
m
達
を
従

え
)
と
い
う
記
録
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
よ
う
。
な
お
先
の
引
用
は
、
斗
尖
5
氏

の
誇
に
従
う
と
「
(
彼
は
〉
ま
た
そ
の
地
に
お
い
て
、
円
三
一
印
と

Z
H
L
C
仰
の
民

を
組
織
し
た
」
で
、
す
な
わ
ち

E
R広
告
玄
ロ
(
ビ

ル
ゲ
H

カ
ガ
ン
並
び
に
キ

ュ
ル
H

テ
ギ
ン
の
父
〉
の
も
と
、
突
販
の
東
部
と
西
部
が
、
整
然
と
し
た
支
配

値
制
に
編
成
さ
れ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
よ
う
。
氏
の
誤
解
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
著
者
も
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
西
突
欧
の
十
部
を
東
西
に
二
分
し

た
際
の
呼
稀
と
し
て
、
西
の
五
部
を
さ
す
得
失
畢
が
、
東
の
五
部
を
総
稀
す
る

附
陸
に
劃
し
て
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ

の
得
失
皐
を

Z
E邑
立
件
と

す
る
、

著
者
の
復
元
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

Q
2
8ロ
氏

に
よ
る
と

w
m
仏立件

は
、

J
7
0
2
5
c
g間ぬ
D
問

問

y
o
g

q
・
と
定
義
さ
れ
る
。
ま
た
突
阪

碑
文
の
使
用
例
と
し
て
は
、
先
に
哨
陸
に
関
し
で
も
引
用
し
た
も
の
や
、
キ
ュ

ル
"
テ
.キ
ン
碑
南
面

一
行
の

ad--3
2
身
ロ
冨
四
一
2
・
u
、E
百

Z
2
2

r
g
u
弓

Z
E
間
一日
ョ
(
南
に
は

U
在
日同
の

E
m
達
、
北
に
は
達
官
と
梅
録
の

E
岡
達
)
と
い
う
用
例
が
見
ら
れ
る。

こ
の
よ
う
に
宮
内
目
立
け
は
一
種
の
官
稀
放

で
あ
り
、
支
配
領
域
或
い
は
そ
の
位
置
関
係
主
意
味
す
る
語
中
に
含
ま
れ
で

も
、
別
に
惑
い
諜
は
な
い
の
だ
が
、
担
司
失
皐
十
を

Z
z
g
品
宮
門
と
す
る
に
は
、
z
z

の
解
穣
を
は
じ
め
、
語
呂
合
わ
せ
以
上
の
説
得
力
の
あ
る
説
明
が
欲
し
い
。

こ
れ
ま
で
考
察
し
た
五
つ
の
語
も
含
め
、
ト
ル
コ
語
系

・
イ
ラ
ン
語
系
固
有

名
詞
の
原
一音

へ
の
復
元
が
、
本
書
の
随
所
で
試
み
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
そ
れ

ら
を
一
一
検
討
す
る
こ
と
は
省
く
が
、

一
見
し
て
少
し
奇
異
な
感
じ
を
う
け
る

も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
五

O
頁
で
、

著
者
は
ト
ル
コ
人
名
餅
彦
経
の
原
音
を、

イ
ラ

ン
語
系
と
は
注
記
し
て
い
る
も
の
の
、同ハ

7
5
3唱
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
論
践
が
分
か
り
か
ね
る
。
我
々
が
知
っ
て
い
る
宍

7
5
5唱
の
一
音
潟
、
庫

薩
和
と
の
闘
係
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ラ
ン
語
系
と
言
え
ば
、
四
五
頁

に

εZ
T口
五
回
目
「
佳
子
四
回
O
ロ
ohMν
静岡
O

N
3

と
あ
る
が
、
Z
日l
E
o
y
'
m
y
F
V
の

漢
字
表
記
泥
怪
師
は

Z
ω
5
8
の
品
目潟
で
あ
る
か
ら
、
卑
路
斯
を

MMh山同伊
悼
と

し
た
な
ら
ば
、
泥
恒
師
も
原
孟自
の
復
元
に
統
一
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
不
統

一
と

言
え
ば
、
著
者
が
先
に

za主
立
件
と
復
元
さ
れ
た
湾
失
畢
も
、
第
三
章
な
ど

で
は

z
cs凹y
pーヲ
と
な
っ
て
い
る
が
、
私
に
は
著
者
が
ど
う
い
う
一意一
闘
で
、

こ
う
い
う
使
い
分
け
を
さ
れ
て
い
る
か
が
分
か
り
か
ね
る
。
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そ
し
て
結
論
で
あ
る
が
、
我
々
が
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
期
待
す
る
の
は
、
吐
蕃

王
園
と
、
同
時
代
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
を
様
々

な
角
度
か
ら
比
較
し
て
の

一一意
見
と

か
、
吐
蕃
王
園
が
そ
の
後
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
に
及
ぼ
し
た
影
響
と
い
っ
た
も
の

の
考
察
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
著
者
は
こ
こ
で
、
吐
蕃
王
園
と
の
時
期
的
重
複
を

導
入
部
と
し
て
、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
経
済
史
上
の
議
論
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

も
本
書
が
、
庚
く
欧
米
の
歴
史
研
究
者
を
針
象
と
し
て
い
る
故
で
あ
ろ
う
が
、

少
な
か
ら
ざ
る
違
和
感
を
否
め
な
い
。

と
は
言
え
全
韓
的
に
見
る
と
、
著
者
本
来
の
テ
ィ
ベ
ッ
ト
皐
研
究
に
裏
う
ち

さ
れ
た
吐
蕃
王
圏
全
史
が
、
各
時
期
の
中
央
ア
ジ
ア
史
と
の
針
感
の
も
と
、
或

る
程
度
の
精
度
を
も
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
し
、
時
と
し
て
注
を
活

用
し
た
論
考
は
、
か
な
り
細
部
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
た
だ
テ
ィ
ベ
ッ
ト
へ
の

著
者
の
思
い
入
れ
の
た
め
か
、
吐
蕃
の
影
響
力
を
強
調
し
靖
き
る
き
ら
い
も
感

じ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
も
と
よ
り
欧
米
人
に
よ
っ
て
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
た
、
テ
ィ
ベ
ッ

ト
撃
な
り
中
央
ア
ジ
ア
史
で
は
あ
る
が
、
現
在
で
は
我
が
園
の
少
な
か
ら
ざ
る

研
究
が
欧
米
以
上
の
水
準
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
本
書
で
は
、
そ
れ
ら
が
未
消
化

で
あ
っ
た
り
看
過
さ
れ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。
例
え
ば
吐
蕃
王
園
史
に
つ
い

て
見
て
み
て
も
、
す
で
に
二
つ
の
誇
る
べ
き
専
著
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

佐
藤
長
氏
の
『
古
代
チ
ベ

ッ
ト
史
研
究
』
上
巻
下
巻
(
同
朋
舎
、
上
巻

一
九
五

八
年
、
下
巻
一
九
五
九
年
)
と
、
前
記
山
口
瑞
鳳
氏
の
『
吐
蕃
王
図
成
立
史
研

763 

究
』
〈
岩
波
書
広
、
一
九
八
三
年
)
で
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
は
佐
藤
氏
の
研

究
に
も
、
表
面
的
に
個
別
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
山
口
氏
の
業
績
に
は
言
及
す
ら

さ
れ
て
い
な
い
。
山
口
氏
は
一
九
七
五
年
、
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
が
圏
外
の
研
究
者
を
針
象
に
設
行
し
た
、

=
0ミ
SHQ目

hHNhnmas

er』

vs・-
中
の

2
d
V
2
2
2
E
M
m
m
s
を
捻
嘗
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
上
に
東
洋

文
庫
が
一
九
七
七
年
以
来
援
刊
し
て
い
る
、
『
ス
タ
イ
ン
蒐
集
チ
ベ
ッ
ト
語
文

献
解
題
目
録
』
の
編
集
責
任
者
と
し
て
、
著
者
も
御
存
知
の
は
ず
と
思
う
。

と
は
言
え
、
欧
米
に
お
け
る
従
来
の
研
究
を
踏
ま
え
て
、
吐
蕃
時
代
の
中
央

ア
ジ
ア
史
を
値
系
的
に
構
成
さ
れ
た
著
者
の
力
量
は
傘
敬
す
る
。
ま
た
随
所
の

関
連
研
究
へ
の
コ
メ
ン
ト
は
、
氏
の
博
臨
見
ぶ
り
を
語
っ
て
い
よ
う
し
、
著
者
濁

自
の
解
穣
は
、
是
認
し
か
ね
る
も
の
が
多
い
ま
で
も
、
そ
の
着
眼
は
評
領
し
た

い
。
で
は
あ
る
が
、
現
在
嘗
一
該
分
野
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
綿
密
な
史
料
ク
リ

テ
ィ

ッ
ク
に
よ
る
、
よ
り
深
く
か
っ
論
理
的
に
承
認
で
き
る
研
究
を
求
め
る
我

々
と
し
て
は
、
本
書
に
劉
し
物
足
り
な
さ
を
禁
じ
得
な
い
。

専
門
外
を
良
い
こ
と
に
、
本
質
で
あ
る
テ
ィ

ベ
ッ
ト
史
を
そ
っ
ち
の
け
で
、

妄
言
を
連
ね
た
よ
う
で
あ
る
。
著
者
の
御
寛
恕
を
願
う
と
と
も
に
、
改
め
て
テ

ィ
ベ
ッ
ト
史
の
専
家
に
よ
る
、
本
書
に
射
す
る
論
評
が
う
か
が
え
れ
ば
と
思
う
。

zodq』

2
5ア

MMZHMnmgロ

czzax可
可
同
何
回
目
・

]
戸
由
∞
叶

-
H
H
Z
+
N白
川
副
司
司
・

-139-


